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指導改善研修の実際か ら 「教員問題」 を考察す る

一 新 しい 段階と して の教員支配 ・ 教員管理一

芦 名　 猛 夫　 （京都 橘大学）

1、研 究の 目的と方法

・目的

　 1980 年代 中頃よ り 「校内暴力 」「い じめ 」「登

校拒否 」 「学級崩壊 」 が社会問題化 し、教師バ

ッ シ ン グが強まる。本論文で は、　 「指導力不

足教員 を支援する 」 とい う法定研 修の 「指導

改善研修」 の 実際をとりあげる。

・方法

　 「指導が不適切な教員」 と認定 された 当事

者の S 先生か らの 取材で 問題点を明 らか にす

る、現在、 S 先生 は現場に復帰 されて い る。

・考察

教員資質向 上 施策の 経過 と動向／B 県にお け

る S 先生に対する指導改善研修 の 認 定ま でf

県の 指導改善研修の 実際か ら現場復帰 へ 。以

上の 点か ら指導改善研修 の 問題点 を浮き彫 り

に した い 。

2、「指導力不足教員」 をめ ぐるさまざまな呼

称

3、教員資質向上施策の経過 と動向

4、「指導が不適切な」 教員へ の処遇、　 「指導

改善研修」

　1、文部科学省 の 方針

　2、B 県教育委員会の 方針

5、指導力不 足教員を理 由と した最近の分 限処

分をめ ぐる裁判事例など

6、 B 県における S先生 に対する指導改善研修

の認定まで

　新卒 4 年 目で B 県 の 指導改善研修を命 じら

れ た S 先生 に っ い て 、そ の 経緯 と指導改善研

修 の 認定 ま で （K 市立 D 小 学校で の 三年間）

を取 り上 げ、順 を追 っ て 詳 細に 分析す る 。 分

析す るに あた り  本人 の 意図 、 意志 、 感情な

どの 内面 の 動き  「学級崩壊」 の 事象など子

どもの 荒れ メ カ ニ ズ ム   職場環境 と し て の 対

管理職、対同僚 との 人間関係 とい う三 つ の側

面 か ら接近す る。

7、県の 指導改善研 修の実際か ら現 場復帰へ

　 1 、指導改善研修 の 実際か ら現 場復帰

〈 指導改善研修の 留意点〉

・仕会人 と して の ル
ー

ル を守 る　 ・厳 しい こ

とも謙虚に受け止 め る　 ・休む 時は学校長 と

学校経営研究室 に連絡する　 ・改善が見 られ

な い とき は 現場復帰で きな い 、分限処分もあ

りうる 　・現場復帰は 自己評価で はな い 、他

者評価、成果を出 さなけれ ばな らない 　 ・人

の せ い に しな い 、自分に課題が あるとい うこ

と　 ・全生活 をか けて研修、家庭で も自主研

修 ・研修の 状況を県教委の教職員室教職員人

事課に報告 され る

　以上 の よ うな管理 の もとで 、ぎりぎり耐 え

なが ら過 ごす 。 そ の 結果、S 先生 は、「研修」

「振 り返 り」 「課題 」 「反省」 とい う4 つ の 言

葉を聞くたび に嫌悪感と激 し い拒否反応を示

した とい う。
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〈 研 修内容の おお まかな柱 〉

・研修 日誌 （日報〉・面談 （午前と午後の は じ

めに面談を受け、そ こ で 課題提起 される）　 ・

課題作文 （課題提起に 基づき書 く）　 ・模擬

授業　 ・ロ ー
ル プレイ 、3 分間ス ピー

チ　 ・

所外研修 ・開講式 、 閉講式　 ・学校経営研究

室の資質向上指導員に つ い て

　 2 指導改善研 修 の 問題 点とはなにか

8、　「教員問題」 に つ い て若干 の 問題提起

　 S 先生は、指導改善研 修 の 命令を受けた こ

とで 、親族か ら白眼視 され、友人 も失い 、と

りもなお さず人間不信に陥 っ た とい う。そ し

て 自分に対す る 自信 も失 っ た。

　 今年になっ て も、S 先生 は私に 「現場復帰

で きた今も教師をや めた い とい う思 い が何度

もよぎる」 と語 る。私 は 「こ の 春に転勤 して

新 し い 気持ちで やれば…
」 と励 ますが、 S 先

生 の 表情は明るくな らない。その トラ ウマ 、

心 の 傷は相当な もの だ と思 う。

　 それ で も S 先生 自身が多くの 仲間の サ ポー

トや 労働組合な どの ネ ッ トワ ーク、子 ど もた

ちや保護者 との 新 し い 出会い とともにやが て

克服 、 解消 で きる と確信する 。 しか し時間は

かか るだろ う。 傷っ い た過 去 とお りあ い を っ

ける 日が い つ か や っ て来 るだろ う。

　 だ か らとい っ て 、そ の 心 の 傷を S 先生 に 与

え 絶望 させ た 責任 は問われ な い まま で あ ろ う

か。　 「指導改善研修」 は、当事者 の 人格 と人

間性が徹底的に ない が しろに される。教師の

尊厳性が破壊 され る。

　ひ るが えっ て 「指導改善研修」 を脅しに し

た
一

連 の 「教員 の 資質向上 」 施策は、現場 の

学校にお よぼす影響は極め て 大 きい とい え る。

すなわ ち個々 の 学校が教師の 内面を通 じて 、

連帯とは反対の相互監視、相互管理 ・相互 自

粛、相互 統制に囲い 込 まれる。そ こ に 「パ ワ

ー
ハ ラ ス メ ン ト」 が キーワ ー ドとなる階層

化 ・序列化 された学校組織と評価 ・育成シ ス

テ ム と賃金 の 格差に反映する人事考課が加わ

る 。 教育改革 とい う美名 の 下で ま さに 「教師

受難」 と 「窒息する学校現場」 が広がる。そ

の結果、子 どもたちが悲鳴を上 げる。　 「悲鳴

を上 げる子 どもたち」 を前に教師が立ち尽 く

す。

　 さ て 、困難 と苦悩の 中に こそ希望があ り、

困難とい う問題 は解決 され るた めに提起 され

て い る の が常で ある 。

　 「教員問題」 につ い て の 問題提起 の 展開を

さらにすすめ た い
。 現 場 の 教師た ちの 具体的

な豊か な教育実践を集めて、それ をわた した

ち の 「教師論」 へ と構築 させた い。

　戦前戦後 、水脈 の よ うに流れ る、子 どもと

ともに ある教師の 良心に ささえられ た 「教師

論」 で ある。そ してそれ を現場の 教師の 心 に

響か せ 届け た い。
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